情報システムとリスク管理に関する一考察 by 高林 茂樹
In information systems, the risk such as data loss or system failure has occurred. We
cannot prevent all accidents and failures. In such cases, insurance can cover some loss.
However, not all can be solved with money. In order for us to have confidence in
information systems using computers and networks, the wisdom and the expenses are



















































































































































































































































・対処区分 □緊急 □通常 □再現待ち
・方針の詳細
・対処結果の審査者確認（氏名、日付、連絡先）
・障害等への対処結果
・原因
・対処の詳細
この報告書だけでは、システム障害等でかかった時間、人員、費用などは不明である。大規模
なシステム障害では、すぐにわからなくても別紙で障害等の対処にかかった時間、人員、費用な
どを追加報告できるようにする。そして、これらのデータをデータベース化する。
4．おわりに
システム開発やシステムの運用で、基準や手順などを順守しても起きるシステム障害、セキュ
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リティを強化しても起きるデータの消失や漏洩などリスクは発生している。特に、インターネッ
トの登場は、情報システムの利用者の範囲を広げ、情報システムの高度化、多様化、複雑化をも
たらし、このようなリスクが増加している。私たちはすべての災害、事故、障害を未然に防いだ
り避けたりすることはできない。このような場合、損失を保険でカバーできる環境も完全とは言
えないができている。納得できる保険料や保険金額を設定するためにも、また、リスク軽減のた
めにもシステム障害などのデータの収集と分析が必要である。
しかし、大切なデータの消失や漏洩など、すべてが金銭で解決できるわけではない。情報シス
テムの開発や運用でのリスク管理で特に重要なのは、
リスク軽減のための制度や体制
技術面・倫理面での教育と人材育成
リスク関連データの収集と分析
である。
安心して、ネットワークやコンピュータを利用し、情報を収集し、加工し、蓄積し、発信して
いくためには、これからも多くの知恵と費用が必要となる。
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